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はじめに 

近年、我が国では、平成 24 年 7 月における九州北部豪雨での被害を始め、想定規模を上回るような

大規模な洪水災害が増加している状況にある。こうした状況のなか、行政の役割として、ハード整備の

実施により洪水に対する治水安全度を引き続き高めていくと同時に、想定を上回る洪水に対してもソフ

ト対策の推進により被害の軽減に努めることが重要である。 

ソフト対策においては、近年、洪水時の避難の促進に向けた対策が積極的に行われているものの、行

政から避難勧告等が発令された近年の洪水では、実態として地域住民の適切な避難行動に結びついてい

ないケースも多い。このため、地域住民に対して迅速かつ適切な防災情報を提供するために、①避難勧

告等の判断、②避難誘導のあり方、③住民の災害時の的確な避難行動を平時から具体的にイメージでき

るような情報提供のあり方について向上・強化が重要な課題となっている。 

 

このような背景から、平成 25 年 6 月の災害対策基本法の改正（避難行動における屋内待避の位置付

け、市町村長からの助言の求めに対する国又は都道府県における応答義務）、内閣府（防災担当）によ

る平成 26 年 9 月の「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」の改訂等を踏まえ、危険

水位等の位置付けを変更した。 

また、国土交通省では、近年の短時間強雨の頻発・激甚化や想定規模を上回る洪水が多発しているこ

となど、明らかに雨の降り方が変化していることを「新たなステージ」と捉えて、最悪の事態を想定し、

国、地方公共団体、公益事業者等が主体的かつ連携して対応できる体制の整備を目指し、「新たなステ

ージに対応した防災、減災のあり方（H27.1）」について今後の検討の方向性をとりまとめた。さらに、

平成 27 年 5 月には水防法の一部が改定され、多発する浸水被害に対処するひとつとして、「想定し得る

最大規模の洪水」に対する避難体制等の充実、強化を図るため、現行の洪水に関わる浸水想定区域につ

いて、想定し得る最大規模の洪水に関わる区域に拡充して検討を進めることとなった。 

 

雲出川においても、平成 26年 8月洪水では雲出橋地点で戦後第 2位を記録する水位が発生するなど、

近年多発する豪雨により沿川住民への避難勧告等が多く発令されている現状にあり、今後さらに気候変

動等により豪雨が頻発・激甚化することが予測される。このような気候の変化を踏まえ、施設の防御の

みではなく、危機感を共有し、社会全体で対応した体制のあり方を考えることが急務であることから、

津市・松阪市・三重河川国道事務所において「雲出川下流における避難のあり方検討会」を設立した。 

検討会では、有識者・地元関係者・行政関係者によって雲出川下流の危険箇所や浸水区域、避難実態

などの現状を把握した上で、様々な観点から防災情報のあり方と意識の向上・強化の方策について議論

し、その内容を『雲出川下流における避難誘導・避難情報のあり方の提言』としてとりまとめた。 
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おわりに 

 全３回に渡り雲出川下流における避難のあり方検討会において協議した事項及び検討委員は以下の

とおりです。 

 

○第１回   実施日：平成２７年１月２７日 (火) 

    協議事項：雲出川下流における避難のあり方検討会の設立について 

         雲出川下流の避難のあり方における現状と課題 

○第２回   実施日：平成２７年３月２７日 (金) 

    協議事項：雲出川下流における氾濫危険水位および避難判断水位の設定 

         雲出川下流における避難勧告等基準の見直し 

         河川情報の収集と提供について 

○第３回   実施日：平成２７年７月９日 (木)  

    協議事項：雲出川下流における氾濫危険水位および避難判断水位の設定 

         雲出川下流における避難勧告等基準の見直し 

         提言書（案）について 
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委 員 名 簿 

  氏 名 所 属 
備考 

（出席回数）

座長 葛葉 泰久 三重大学大学院生物資源学研究科 教授  第 1,2,3 回 

委員 川口 淳 三重大学大学院工学研究科 准教授  第 1,2,3 回 

委員 門口 信男 津市高茶屋地区自治会連合会会長  第 1,2,3 回 

委員 近藤 仁 津市雲出地区自主防災協議会会長  第 1,2,3 回 

委員 伊藤 裕計 津市木造自治会会長  第 1,2,3 回 

委員 横井 勝己 津市自治会連合会香良洲支部会長  第 1,2 回 

委員 太田 増一 津市自治会連合会香良洲支部会長  第 3回 

委員 水谷 勝美 松阪市嬉野連合自治会長  第 1,2,3 回 

委員 礒部 享志 松阪市川原木造自治会長  第 1,2,3 回 

委員 伊藤  俊 松阪市北小野江自治会長  第 1,2,3 回 

委員 大橋 光弘 松阪市五主町（鵲地区）代表  第 1,2,3 回 

委員 木下 榮雄 津市消防団本部副団長兼津方面団長  第 1,2,3 回 

委員 森 貴司 津市消防団久居方面団長  第 1,2,3 回 

委員 丸山 修司 津市消防団香良洲方面団長  第 1,2,3 回 

委員 安保 正巳 松阪市消防団副統括団長兼嬉野方面団長  第 1,2,3 回 

委員 奥川 嘉昭 松阪市消防団三雲方面団長  第 1,2,3 回 

委員 西本 茂人 津南警察署長  第 1回 

委員 稲垣 好人 津南警察署長  第 2,3 回 

委員 吉田 誠 松阪警察署長  第 1回 

委員 池田 政哉 松阪警察署長  第 2,3 回 

委員 坂井 清 三重県津地域防災総合事務所長  第 1,2,3 回 

委員 伊藤 清則 三重県津建設事務所長  第 1,2 回 

委員 里 宏幸 三重県津建設事務所長  第 3回 

委員 岡村 昌和 三重県松阪地域防災総合事務所長  第 1,2 回 

委員 長谷川 耕一 三重県松阪地域防災総合事務所長  第 3回 

委員 渡辺 克己 三重県松阪建設事務所長  第 1,2 回 

委員 服部 喜幸 三重県松阪建設事務所長  第 3回 

委員 岩中 聡 津市危機管理部長  第 1,2,3 回 

委員 森川 孔彦 津市建設部長  第 1,2 回 

委員 加藤 貴司 津市建設部長  第 3回 

委員 山口 精彦 津市消防長  第 1,2,3 回 

委員 南浦 康人 津市久居総合支所長  第 1,2 回 

委員 蓑田 博之 津市久居総合支所長  第 3回 

委員 市川 稔 津市香良洲総合支所長  第 1,2 回 

委員 村田 宗秀 津市香良洲総合支所長  第 3回 

委員 三田 敏彦 松阪市危機管理室長  第 1,2 回 

委員 鈴木 政博 松阪市危機管理室長  第 3回 

委員 谷口 保司 松阪市都市整備部長  第 1,2,3 回 

委員 水井  寛 松阪地区広域消防組合消防長  第 1,2,3 回 

委員 前田 昭明 松阪市嬉野地域振興局長  第 1,2 回 

委員 向井 政幸 松阪市嬉野地域振興局長  第 3回 

委員 鈴木  修 松阪市三雲地域振興局長  第 1,2,3 回 

委員 川原林 哲也 国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所 副所長  第 1,2 回 

委員 藤田 孝志 国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所 副所長  第 3回 

順不同・敬称略 

 


